
� ɽ͡Ίʹ

　本市の水道事業は、昭和 5年の௨水開࢝Ҏདྷ 8
次に及Ϳ֦張事業を平成15年にऴえ、ࡏݱは「適
正なҡ࣋管理」の時に移行しており、ྩ和 2年
の給水人口は3�ສ3000人、普及率は99.8ˋ、
༗収率は93.1ˋとなっています。
　しかし、今後ഭりくる大なߋ৽ध要への対Ԡ
やೆ海トϥϑ地震等へのඋえがٸ務となってお
り、本市では水道管路ߋ৽の課を「૿大する
管路」、「耐震化のれ」、「大な事業අ」、「施ٺ
設規の適正化」と理、これらの解ܾに向けて
ྩ和 2年に๛橋市水道管උ計画を策ఆし、ྩ
和 3年より「๛橋市上下水道ビジョン2021ô
2030」において、水道管උ事業を実施していま
す。
　この水道管උ事業では、重要の高い管路の
耐震化を優ઌ的にਐめる水道管耐震化事業とٺ
管や࿙水多発管路のߋ৽を行う水管උ事業の
対管路を明֬化し、中長ظ的な財収ࢧの見௨
しにͮجき目ඪ設ఆを行い、事業実施計画を࡞成
しました。ද �に事業۠分と対管路をࣔしま
す。

　水道管耐震化事業では、250Χॴの重要給水施
設へ水を供給する重要給水施設管路を対とし、
20年ؒで耐震適߹率100ˋを目ඪに耐震化をਐめ
ています。

　このうͪ、ج幹管路はෳઢ化による耐震化をਐ
めており、また、人口ݮগによる給水ध要のݮগ
及び市機能のߏのม化に対Ԡするため、人口
のݱ状分ੳと将དྷ展をࣔした「๛橋市人口ビ
ジョンʲ平成2�年10月 」r（Ҏ下、人口ビジョン）
及びまͪのݱ状分ੳと将དྷの見௨しをࣔした「๛
橋市立地適正化計画ʲ平成30年 9 月 」r（Ҏ下、立
地適正化計画）を反映させたダウンサイジングを
実施しています。ここでは、このダウンサイジン
グのݕ౼ख法について介します。

� ɽμϯαΠδϯά࣮ࢪͷഎܠ

　本市の人口は平成20年をϐークにݮগにస͡
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ており、それにい給水人口や水ྔもݮগしଓ
ける時に移行しました。今後もさらに人口ݮগ
や水ध要のݮগがՃすることが༧ଌされ、立地
適正化計画等の市計画による人口集積の分の
ม化もఆされるため、水道管路のߋ৽時にダウ
ンサイジングを実施する必要ੑが高まりました。
　また、ダウンサイジングを効率的に実施するた
めの課を、人口ビジョンや立地適正化計画等を
౿まえた۠Ҭごとの必要水ྔを的֬にѲする
こととଊえてݕ౼をਐめました。

� ɽμϯαΠδϯάͷํ

　今ճݕ౼したダウンサイジングの対管路及び
。本方をࣔしますج
ʢ �ʣμϯαΠδϯάͷର࿏
　重要給水施設管路のうͪ、水本管（口350ܘᶱ
Ҏ上の水管）86ᶳをダウンサイジングのݕ౼
対としました。
　ಋ水管及び送水管は、ݕ౼を৻重にਐめる必要
があるため、今ճは対外とし、また、水ࢧ管
についても、ফ水ར等の課がっているため、
対外としました。

ʢ �ʣμϯαΠδϯάͷجຊํ
　ダウンサイジングのݕ౼には、計画水ྔの設
ఆが必要ですが、今ճはگݱ水ྔではなく、将
དྷ人口ਪ計やߋ৽ج४年を౿まえたߋ৽ध要の

Ѳを長ظスύンで行い、将དྷ水ྔをਪ計して、
計画水ྔとし、その水ྔに対するダウンサイ
ジングのݕ౼を実施しました。
。本方をҎ下にࣔしますج　
Ø�　将དྷ水ྔは40年後の給水人口を見ਾえてਪ
計する。この将དྷ水ྔに対して将དྷ管計ࢉ
を行いダウンサイジングできるかݕ౼する。
　�　˞40年後としたのは、水道管路のߋ৽ध要の
ϐークが֓Ͷ15ʙ40年後くらいであるととも
に、人口ਪ計も֓Ͷ見௨しができているため。

Ø�　水本管はࡂ時等のճ෮ྗ向上のため、ط
設管とのෳઢ化をج本に耐震化をਐめる。
　�　˞৽設管路はダウンサイジング後の口ܘで
設するが、گݱの水ྔに対してա小となって
も、ط設管路とのෳઢ化でӡ༻するためࢧোは
出ない。将དྷ的には、৽設管路だけで水ྔを
֬保できる。

Ø�　ダウンサイジングをݕ౼する管路は、水本
管のうͪ、耐震化事業の対であるඇ耐震管と
40年Ҏ内にߋ৽ج४年に達する耐震管及び耐
震適߹管とする。
　�　˞40年Ҏ内にߋ৽ج४年に達しない耐震管
及び耐震適߹管は、ط設管をそのまま༻する
ためダウンサイジングݕ౼の対外とした。

　ਤ �にج本方にͮجいた水本管のダウン
サイジングख法のイϝージ図をࣔします。ࠨଆは
の水本管の管をࣔし、ӈଆはダウンサイگݱ
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に基づくダウンサイジング
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ジング実施後の水本管の管をࣔしています。
　 2重ઢでࣔす৽設管は40年後の将དྷ水ྔによ
るダウンサイジング後の口ܘで設しますが、ݱ
設ط水ྔに対してෆとなってもഁઢでࣔすگ
管とෳઢ化でӡ༻するため、問ありません。
　また、40年後ط設管がߋ৽ج४年をܴえてい
て、ط設管をഇࢭし৽設管だけとなっても水能
ྗは֬保でき、ط設管を管ߋ生やύイプインύイ
プによって積ۃ的に༻することで、࠶びෳઢ化
が図られόοクΞοプ機能の֬保もできます。

� ɽকདྷਫྔͷਪܭ�
� ʢਓޱϏδϣϯɺཱదਖ਼Խܭըͷөʣ

　ダウンサイジングのݕ౼を行う管解ੳの設ఆ
水ྔは、طଘの計画及びա年の実、将དྷの
人口ਪ計をצҊしਪ計した将དྷ水ྔとしまし
た。
　将དྷ水ྔのਪ計のج本方をҎ下にࣔしま
す。
Ø�　将དྷ水ྔは40年後を見ਾえてਪ計する。
Ø�　将དྷ水ྔは人口動態に࿈動するものとし
て、「人口ビジョン」のਪ計にͮجきਪ計する。
Ø�　将དྷ水ྔは、 1日࠷大水ྔの実では
なく、 1日平ۉ水ྔの実からෛՙ率をߟ
ྀしてࢉ出した 1日࠷大水ྔをج४としてਪ
計する。ෛՙ率とは、 1日平ۉ水ྔを 1日࠷
大水ྔにมするための係でいわΏる安શ
率である。
Ø�　管解ੳでは、将དྷ水ྔに立地適正化計画
の人口分をྀߟして補正を行う。

ʢ �ʣਓޱϏδϣϯͷө
　将དྷ水ྔは人口૿ݮに࿈動するものとし、人
口ビジョンの人口ਪ計を反映してਪ計しました。
　人口ビジョンでは、2010年の国調査をج४に
ίーϗート要Ҽ法によりҐਪ移、中Ґਪ移、高
Ґਪ移の 3छྨのਪ計を行っています。ʢਤ �ʣ
　その中で、高Ґਪ移のਪ計である2060年で人
口32ສ8000人を実ݱするために、༷々な施策に
औりむことを展しているため、今ճ、40年後
の将དྷ水ྔのਪ計には、人口ビジョンの「高Ґ
ਪ移」による人口ਪ計を࠾༻しました。

ʢ �ʣཱదਖ਼Խܭըͷө
　立地適正化計画では、人口ݮগの中にあっても、
一ఆのエϦΞにおいて人口ີをҡ࣋することに
より、生活サービスや地Ҭίϛϡχティが࣋ଓ的
に֬保されるようにするため、ॅډ༠ಋ۠Ҭを設
ఆしており、計画の評価ࢦඪとしてॅډ༠ಋ۠Ҭ
内の人口ׂ߹（20年後）をگݱより1.1ഒとす
る目ඪを設ఆしています。
　そのため、今ճ40年後の将དྷ水ྔによる将དྷ
管計ࢉを行うにたり、まͣશ体的にઅ流ྔ
を将དྷ水ྔに対する流ྔにݮらした上で、ॅډ
༠ಋ۠Ҭはઅ流ྔを1.1ഒとし、人口ݮগ率が
༠ಋ۠Ҭよりも高くなるとఆされるそれҎॅډ
外の۠Ҭ（市街化調۠Ҭ等）は、અ流ྔを0.�6
ഒとしました。ʢਤ �ʣこれにより、地Ҭごとの
水ྔを的֬に反映した管計ࢉとしました。
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� ɽμϯαΠδϯάͷݕ౼݁Ռ

ʢ �ʣ��ޙͷকདྷਫྔͷਪ݁ܭՌ
　将དྷ水ྔのਪ計は、ج本方にࣔしたとおり、
ෛՙ率をྀߟしてࢉ出した2018年の 1日࠷大水
ྔをج४として行いました。
　このج४からスタートし、人口ビジョンによ
りࢉ出した 5年ごとの人口૿ݮ率を͡た水ྔ
を૿ݮさせて֤年の水ྔのਪ計をࢉ出しまし
た。ࢉ出ྫをҎ下にࣔします。
　ʦࢉ出ྫʧ
2015	年から2020年の人口૿ݮ率：ô0.00213�

2018	年ج४：135802ὗ�日（ෛՙ率ྀߟ）

2019年ਪ計	水ྔʹ135802ʴʤ135802ʷ（ô0.00213�）ʥ	

ʹ135512ὗ�日

2020年ਪ計	水ྔʹ135512ʴʤ135512ʷ（ô0.00213�）ʥ	

ʹ135222ὗ�日

　このख法によりࢉ出した将དྷ水ྔのਪ計݁果
をਤ �にࣔします。40年後の将དྷ水 （ྔ2060年）
は120000ὗʗ日となり、ج४の水ྔからは
10ˋݮとなりました。

ʢ �ʣμϯαΠδϯάͷݕ౼݁Ռ
　ダウンサイジングをݕ౼した݁果、水本管86ᶳ
のうͪ40ˋにたる35ᶳがダウンサイジング
Մ能であることが֬ೝできました。
　なお、40年Ҏ内にߋ৽ج४年に達しない耐震
管及び耐震適߹管は、ط設管を༻する計画のた
めݕ౼からআ外しており、実際にݕ౼を行った管
路は46ᶳであるため、実にݕ౼した管路の
�5ˋがダウンサイジングՄ能という݁果となり、

大きな成果となりました。
　ਤ �にط設管口ܘผのダウンサイジングのݕ
౼݁果をࣔします。ダウンサイジングՄ能な管路
の多くがط設管口ܘより 1ϥンクの口ॖܘ小であ
りますが、口400ܘᶱから300ᶱへのダウンサイジ
ングでは、管断໘積のॖ小率は0.56となるため、
思い切ったダウンサイジングが計画できたとݴえ
ます。

　今ճのダウンサイジングによる事業අのݮ効
果は26ԯԁで、水本管86ᶳをಉ口ܘでߋ৽
するඅ༻に対して、10ˋのඅ༻ݮを見ࠐむこ
とができました。

� ɽおΘΓʹ

　今ճ、ߋ৽ج४年と耐震適߹管のߟえを࠷大
設管とのෳઢ化を図ることで、40年طに活༻しݶ
後の将དྷ水ྔに対する水本管のダウンサイジ
ングをݕ౼した݁果、ߋ৽අ༻のݮを見ࠐむこ
とができました。しかしながら、今後解ܾしなけ
ればならない主な課として
　ɾ	ෳઢ化ルートのબఆ、ৄࡉ設計
　ɾ	ෳઢ化による耐震化がྃした路ઢのط設管
のऔѻい

　ɾ	ط設管路のߋ৽ج४年ܦա後のඋ計画
　ɾ	水ࢧ管のダウンサイジングのݕ౼　等
　があり、今後は、これらをクϦΞしながら、人
口ਪ計の見しや市の施策の動向にも対Ԡし、よ
り効果的な管路ߋ৽を行っていきたいとߟえてい
ます。

ਤ �ɹকདྷਫྔͷਪܭ
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